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NMRによる定量分析（外部標準法）

確かな技術と迅速な解析により、NMRを用いて簡便に含有成分を定量いたします。

NMRによる定量分析（外部標準法）

Cat.No 3E4J-014-00-170808

PULCONと呼ばれるNMRによる定量分析法は、定量標準物質と試料を別々に測定する外部標準法です。

本法は、特に液体試料の場合、重水素化溶媒を添加するだけの簡易な前処理で定量値を得ることができ、多検体の迅速分

析に適しています。さらに、同時に多成分の定量が可能という利点もあります。

内部標準法と外部標準法の純度分析精度比較

定量対象物質と標準物質を別々に測定する外部標準法は、内部標準法に比べて精度が悪いとされています。

当社では、安定性の良いNMRを使用することで内部標準法と同等の精度が得られることを確認しています。下記は、外部標

準法により、ピリメタニル標準物質の純度を1,4-BTMSB-d4標準物質を用いて測定した結果です。

応用例

表1 ピリメタニルの純度分析における精度比較

図1 ピリメタニル標準物質（上）と
1,4-BTMSB-d4標準物質（下）の1H NMRスペクトル

バリデーション
項目

内部標準法 外部標準法

真度
（認証値との差）

0.20% 0.00%

併行精度 0.05% 0.11%

直線性
R2 0.999 

（1～11mg/mL）
R2 1.000

（1～11mg/mL）

拡張不確かさ 0.70% 0.80%

【主な応用例】

● 化合物の定量・・・反応性の高い化合物の定量が可能です。

● 化合物ライブラリーの定量・・・ライブラリー化合物の濃度は

正確でしょうか。ライブラリー化合物の濃度が不正確では正

確な活性値を出すことができません。本法利用しますと、化

合物の構造確認と濃度の決定ができます。

● タンパク製剤の定量・・・タンパク製剤の定量も可能です。

● ジュース・ワインの品質管理・・・ジュース・ワインの成分の

同定と定量が可能です。

● その他 洗剤成分などの液体成分の定量

ショ糖 アルギニン ブドウ糖 クエン酸

濃度 8.26 0.13 2.38 0.39

表2 市販飲料の主な成分の定量結果
（g/100 mL）

多検体・多成分の迅速定量に高精度で対応いたします

図2 市販飲料の1H NMRスペクトル

市販飲料の各成分を外部標準法で定量いたしました（図2）。混合物の状態でも通常の測定を行うだけで各成分の定量値が

得られます。


